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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年3月26日(2009.3.26)

【公表番号】特表2008-539047(P2008-539047A)
【公表日】平成20年11月13日(2008.11.13)
【年通号数】公開・登録公報2008-045
【出願番号】特願2008-509195(P2008-509195)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｊ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｊ   7/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月3日(2009.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活性剤と、
　標的部位と接触した際に信号を発する識別子と、
　薬学的に許容可能な担体と、
を備える、組成物。
【請求項２】
　活性剤と、
　照会された際に信号を発する識別子と、
　薬学的に許容可能な担体と、
を備える、組成物であって、
そのような組成物は、被験者への投与時に分解される、
組成物。
【請求項３】
　活性剤と、
　生体内に留められる信号を発する識別子と、
　薬学的に許容可能な担体と、
を備える、組成物。
【請求項４】
　活性剤と、
　体液との接触時にオンにされる電源と、
　薬学的に許容可能な担体と、
を備える、組成物。
【請求項５】
　活性剤と、
　ブロードキャスト電力を変換する電源と、
　変換された電力の量を変調する信号生成要素と、
　薬学的に許容可能な担体と、
を備える、組成物。
【請求項６】
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　活性剤と、
　消化されずに残る識別子と、
　薬学的に許容可能な担体と、
を備える、組成物。
【請求項７】
　前記信号は一般的信号である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　前記信号は一意信号である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　前記一意信号は符号化された信号である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記信号は伝導性信号である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　信号は音響信号である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　前記信号は一定信号である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物は間欠的な信号を生成する、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の
組成物。
【請求項１４】
　前記信号は変調された信号である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成
物。
【請求項１５】
　前記変調された信号は、振幅、周波数、位相、のうちの少なくとも１つが変調されてい
る、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記信号は、周波数が変調された信号である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記信号は、振幅が変調された信号である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記信号は、位相が変調された信号である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記識別子は、アクティベータと信号生成要素とを備え、該アクティベータは、信号を
発するように、該信号生成要素を活性化する、請求項１から請求項５までのいずれかに記
載の組成物。
【請求項２０】
　前記アクティベータは、前記生理的標的部位との接触時にオンにされる電源を備える、
請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記電源は電池を備える、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記電池は２つの異種材料を備える、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記信号生成要素は制御論理を備える、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記信号生成要素は発振器を備える、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記信号生成要素は音響生成要素を備える、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記音響生成要素は圧電素子である、請求項２５に記載の組成物。
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【請求項２７】
　前記信号生成要素は信号送信機を備える、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記信号送信機は、少なくとも１つの電極を備える、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記電極は電池要素を備える、請求項２８に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記信号送信機は、少なくとも１本の電線を備える、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記信号送信機は、少なくとも１つのコイルを備える、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３２】
　前記信号生成要素は電力受信機をさらに備える、請求項１９に記載の組成物。
【請求項３３】
　前記活性剤は心血管作動薬である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成
物。
【請求項３４】
　前記活性剤は疼痛緩和剤である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物
。
【請求項３５】
　前記活性剤は神経賦活剤である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物
。
【請求項３６】
　前記活性剤は化学療法剤である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物
。
【請求項３７】
　前記組成物は固体である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物。
【請求項３８】
　前記組成物は錠剤である、請求項３７に記載の組成物。
【請求項３９】
　前記組成物は流体である、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物。
【請求項４０】
　（ａ）請求項１から請求項３までのいずれかに記載の組成物と、
　（ｂ）前記識別子によって産生された信号を検出するための受信機と、
を備える、システム。
【請求項４１】
　（ａ）請求項１から請求項５までのいずれかに記載の組成物と、
　（ｂ）前記生体に接触している前記識別子によって産生された信号を検出するように構
成される受信機と、
を備える、システム。
【請求項４２】
　（ａ）組成物であって、
　　（ｉ）薬学的に許容可能な担体と、
　　（ｉｉ）生体内に留められる信号を発する識別子と、
を備える、組成物と、
　（ｂ）該識別子によって産生された信号を検出するための、該生体に接触している受信
機と、
を備える、システム。
【請求項４３】
　前記受信機はインビボ受信機である、請求項４０から請求項４２までのいずれかに記載
のシステム。
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【請求項４４】
　前記受信機はエキソビボ受信機である、請求項４０から請求項４２までのいずれかに記
載のシステム。
【請求項４５】
　前記受信機は電極を備える、請求項４０から請求項４２までのいずれかに記載のシステ
ム。
【請求項４６】
　前記受信機は第１および第２の電極を備える、請求項４５に記載のシステム。
【請求項４７】
　前記第１の電極は、電気伝導性の生体要素と接触しており、前記第２の電極は、該伝導
性の生体要素に対して電気的に絶縁された生体要素と接触している、請求項４６に記載の
システム。
【請求項４８】
　前記第１の電極は血液と接触しており、前記第２の電極は脂肪組織と接触している、請
求項４７に記載のシステム。
【請求項４９】
　前記受信機はコイルを備える、請求項４０から請求項４２までのいずれかに記載のシス
テム。
【請求項５０】
　前記受信機は音響検出要素を備える、請求項４０から請求項４２までのいずれかに記載
のシステム。
【請求項５１】
　前記受信機は心臓監視要素を備える、請求項４０から請求項４２までのいずれかに記載
のシステム。
【請求項５２】
　前記心臓監視要素は伝導速度測定要素を備える、請求項５１に記載のシステム。
【請求項５３】
　前記心臓監視要素は圧力センサを備える、請求項５２に記載のシステム。
【請求項５４】
　前記心臓監視要素は寸法センサを備える、請求項５２に記載のシステム。
【請求項５５】
　前記受信機は、前記信号生成要素から得られたデータの読み出しを提供する、請求項４
０から請求項４２までのいずれかに記載のシステム。
【請求項５６】
　前記システムは用量投薬要素をさらに備える、請求項４０から請求項４２までのいずれ
かに記載のシステム。
【請求項５７】
　前記用量投薬要素は、前記識別子から得られた信号に基づいて、請求項１から請求項６
までのいずれかに記載の組成物の１回分用量を投薬する、請求項４６に記載のシステム。
【請求項５８】
　前記受信機は、請求項Ａ１から請求項ＡＥ１までのいずれかに記載の複数の組成物から
発せられた信号を同時に検出することができる、請求項４０から請求項４２までのいずれ
かに記載のシステム。
【請求項５９】
　前記システムは、データストレージ要素、データ処理要素、データ表示要素、データ送
信要素、通知機構、およびユーザインタフェースのうちの少なくとも１つをさらに備える
、請求項４０から請求項４２までのいずれかに記載のシステム。
【請求項６０】
　ある状態に対する有効量の活性剤を含む組成物であって、
　該活性剤を含む該組成物は、請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物とし



(5) JP 2008-539047 A5 2009.3.26

て投与される、
　組成物。
【請求項６１】
　前記組成物は、前記識別子によって産生された信号を検出するための受信機とともに使
用され、該受信機は、前記被験者の位置に埋め込まれている、請求項６０に記載の組成物
。
【請求項６２】
　前記受信機は、前記被験者の局所的位置と関連付けられている、請求項６１に記載の組
成物。
【請求項６３】
　前記状態は心血管疾患状態である、請求項６０に記載の組成物。
【請求項６４】
　前記剤に対する被験者の応答が評価される、請求項６０に記載の組成物。
【請求項６５】
　前記評価に基づいて前記被験者のための治療規制を調整することが可能である、請求項
６４に記載の組成物。
【請求項６６】
　区別可能な信号を発する２つ以上の組成物が投与される、請求項６０に記載の組成物。
【請求項６７】
　（ａ）活性剤と、
　　　　照会された際に信号を発する識別子と、
　　　　薬学的に許容可能な担体と、
　　　　を備える組成物であって、そのような組成物は被験者への投与時に分解される、
組成物に、該組成物のデータを得るために、照会するステップと、
　（ｂ）該データから、該組成物の履歴情報を判断するステップと、
を包含する、方法。
【請求項６８】
　前記履歴情報は、前記組成物の最新の既知の購入者のＩＤを備える、請求項６７に記載
の方法。
【請求項６９】
　請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物のうちの、少なくとも１つ
を備える、キット。
【請求項７０】
　前記キットは複数の前記組成物を備える、請求項６９に記載のキット。
【請求項７１】
　前記キットは受信機をさらに備える、請求項６９に記載のキット。
【請求項７２】
　前記キットは用量投与要素をさらに備える、請求項６９に記載のキット。
【請求項７３】
　前記用量投与要素は前記組成物の複数用量を含有する、請求項７２に記載のキット。
【請求項７４】
　前記キットは、データストレージ要素、データ処理要素、データ表示要素、データ送信
要素、通知機構、およびユーザインタフェースのうちの少なくとも１つをさらに備える、
請求項６９に記載のキット。
【請求項７５】
　請求項１から請求項６までのいずれかに記載の組成物を製造する方法であって、生理的
標的位置との接触時に信号を発するように活性化される識別子を、該組成物を産生するの
に十分な方式で、活性剤および薬学的に許容可能な担体と組み合わせる（上記を考慮して
識別子の観点から修正する）ステップを包含する、方法。
【請求項７６】
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　前記方法は、前記識別子を製造するステップ、をさらに包含する、請求項７５に記載の
方法。
【請求項７７】
　前記識別子は、平面処理プロトコルを使用して製造される、請求項７６に記載の方法。
【請求項７８】
　前記方法は、前記識別子を、前記活性剤および薬学的に許容可能な担体と組み合わせる
前記ステップの前に、保護材料中にカプセル化するステップ、をさらに包含する、請求項
７５に記載の方法。
【請求項７９】
　前記組み合わせるステップは、前記識別子を、前記活性剤と前記担体との合成物と安定
的に関連付けるステップを包含する、請求項７５に記載の方法。
【請求項８０】
　前記安定的に関連付けるステップは、前記識別子を前記合成物のキャビティに入れるス
テップ、および、次いで前記キャビティを密閉するステップを包含する、請求項７９に記
載の方法。
【請求項８１】
　前記安定的に関連付けるステップは、前記識別子の周囲で前記合成物を産生するステッ
プを包含する、請求項７９に記載の方法。
【請求項８２】
　前記安定的に関連付けるステップは、前記識別子を前記合成物に接着するステップを包
含する、請求項７９に記載の方法。
【請求項８３】
　生理液との接触時に活性化される、電気化学的活性が異なる２つの材料を備える、１０
ｍｍ３よりも小さい電池。
【請求項８４】
　前記電池は約１ｍｍ３よりも小さい、請求項８３に記載の電池。
【請求項８５】
　前記２つの材料は、半導体支持部の向かい合う側の上に位置付けられた電極層である、
請求項８３に記載の電池。
【請求項８６】
　前記２つの材料は、別々の半導体支持部の上の電極層であり、かつ対向する関係にある
、請求項８３に記載の電池。
【請求項８７】
　前記２つの材料は電極線である、請求項８３に記載の電池。
【請求項８８】
　前記電池は、信号生成要素をさらに含む識別子の中に存在する、請求項８３に記載の電
池。
【請求項８９】
　前記電池は、活性剤と薬学的に許容可能な担体とを備える組成物の中に存在する、請求
項８８に記載の電池。
【請求項９０】
　電池を産生する方法であって、該電池を産生するために、
　第１および第２の面を有する平面半導体支持部材料を提供するステップと、
　該支持部の第１の面に第１の電気化学的活性を有する第１の材料を産生するステップと
、
　該支持部の第２の面に第２の電気化学的活性を有する第２の材料を産生するステップで
あって、該第１および第２の電気化学的活性は異なる、ステップと、
　を包含する、方法。
【請求項９１】
　前記方法は、前記支持部上に回路を提供するステップ、をさらに包含する、請求項９０
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に記載の方法。
【請求項９２】
　前記方法は、前記支持部を２つ以上の部分に分離するステップ、をさらに包含する、請
求項９０に記載の方法。
【請求項９３】
　前記２つ以上の部分は、それぞれ約１０ｍｍ３よりも小さい、請求項９２に記載の方法
。
【請求項９４】
　前記電池は、生理液との接触時に活性化される、請求項９０に記載の方法。
【請求項９５】
　（ａ）電源と、
　（ｂ）標的生体部位との接触時に信号を発する信号生成要素と、
を備える、識別子。
【請求項９６】
　（ａ）ブロードキャスト電力を変換する電源と、
　（ｂ）標的生体部位との接触時に、変換された電力の量を変調する信号生成要素と、
を備える、識別子。
【請求項９７】
　前記電源は電池である、請求項９５から請求項９６までのいずれかに記載の識別子。
【請求項９８】
　前記電源は、ブロードキャスト電力を、前記信号生成要素を駆動するために適した形態
に変換する、請求項９５から請求項９６までのいずれかに記載の識別子。
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